






































































3.1 mixi データを用いたネット・リテラシー概念の検証 
第 3 章以降では、以上のような考察を経て設定されたネット・リテラシーの 3 つの構成
概念を、さまざまな角度から検証している。第 4 章では mixi の利用継続者と離脱者に対
して、これら 3 つの能力についてデプス・インタビューを実施し、確認を行い、第 5 章で
はネット・リテラシー概念の尺度開発を行っている。第 6 章では mixi のサービスの変遷












第 10 章以降では、facebook を用いてネット・リテラシー概念の国際比較による検証を
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析の結果、ネット操作力、ネット・コミュニケーション力、ネット懐疑志向のいずれにつ
いても、継続者が離脱者より有意に高かった。 

















ただし第 12 章で行われた「国際比較」は、3 国の（離脱者を含む）facebook のユーザー・




続に及ぼす影響は、少なくとも mixi と facebook とでやや異なることが明らかになってお
り、facebook の方がより継続利用のために高いネット・リテラシーが求められる傾向が示
されており、興味深い。このことは、補論で述べられている実名性傾向とネット・リテラ
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